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原発事故から５年目　生協の子どもたち 「健康診断」

5/15 ・ 6/18 甲状腺エコー検診＆ 5/15 血液検査 （第４回目）

甲状腺エコー検査、 要精密検査の子なし

血液検査、 甲状腺機能異常の子なし

　心配されていた免疫低下も昨年から回復傾向

もうすぐ夏休み！ さあ、 元気に遊ぼう！
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生協の子供たち 「血液検査」 の結果 （2 歳～ 23 歳までの 179 名）

【７～８月の予定】
●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し● ●提携 ・ 協同企画●　

・ 7/2 総代活動打合せ会 （バターづくりで仲間づくり）
・ 7/16 石焼き釜ピザ焼き体験交流 （つくば組合員宅）
・ 7/17 つくばまめいち （つくば大角豆）

・ 7/2-3 甲状腺検診 　三郷、 白井 （関東子ども基金）
・ 7/9-10 甲状腺検診　真岡 ・ 益子 （関東子ども基金）
・ 7/15　西尾正道講演会 「これからの健康被害」　

◎７/ ２６ （火） 10:30 ～ 12:30 常総生協本部
か－ちゃんの力 渡邊とみ子さんを生協にお迎えして

「渡邊さんお話し会と郷土料理で交流会」

〇７/ ２７ （水） 定例理事会 （第３回）

【有機野菜セット生産者交流会】 （いずれも１０時～１４時）

７/ ２８ （木） 微生物農法の会長島さん
８/ ２　　（火） 清水農園
８/ １１ （木） 宇治田農場
８/ ２２ （月） 土れ味農園 天池さん
８/ ２７ （土） くわはら農園

〇７/ ２３ （土） 14:00 ～ 16:00　牛久かっぱの里
原発いらない牛久の会 / 東海第２原発再稼働に反対する

茨城県自治体議員連盟主催　

「東海第２原発の裁判でわかってきたこと」
（東海第２原発運転差止訴訟原告団 ・ 常総生協前副理事長大石）

◎７/ ２５ （月） 13:30 ～ 15:30 常総市保健センター
　　ふくしま飯館村といばらき常総市をつなぐ
　　か－ちゃんの力 渡邊とみ子さんお話し会

「福島のいま 被災地だから見えてくるもの」

【業務連絡】 お盆の週の供給は 8/17 （水） ～ 19 （金） の３日間です。

各班 ・ 個人の配達日は供給担当よりお知らせいたします。
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2016年度 白血球数（6～18歳未満 標本数140）基準

甲状腺ホルモン（FT４）全員正常範囲内です。 免疫力の白血球数も基準範囲内の子が約８割に。
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生協の子どもたちの 「血液検査」 は、 2011 年東京電力福島第一原発事故での被ばくを受けて、 常総生協組合

員から寄せられた 「生協こども基金」 から 2/3 の補助を受けて実施されました。 「甲状腺エコー検診」 は、 関

東での甲状腺検診をすすめる子ども健康調査支援基金に集いながら、 生協の検診においては医師 ・ 技師 ・ 看

護師 ・ 検診スタッフは組合員ボランティアを中心に実施されました。

原発事故から５年　子どもたちの健康検診

１）血液中に出されている甲状腺ホルモン （FT3 お

よび FT4） の濃度の分布は、P１（表紙グラフ左）
に FT4（甲状腺ホルモンを作る力）、上グラフ（左）
にFT3（全身に甲状腺ホルモンが作用しているか）
のヒストグラムの分布を示します。全体の傾向と
して、血液中に充分な甲状腺ホルモンが放出され
ており、機能低下の子は見られませんでした。

２）甲状腺刺激ホルモンの血中濃度の分布を上グラ
フ（右）に示します。甲状腺ホルモンが不足すると、
脳から血液中に甲状腺刺激ホルモンが放出されて
甲状腺でのホルモン産生を促します。全体として
甲状腺ホルモンが充分につくられていることを反
映して、甲状腺刺激ホルモンの方は抑制されてい
る傾向にあります。

2016 年度 【子どもたちの健康状態】 まとめ

（１） 甲状腺エコー検診では、 5 月 222 人、 6 月に

残りの 63 人、 合計 285 人の子どもたちの検診

を行い、 要精密検査の子はいませんでした。

関東子ども健康調査支援基金による関東圏で

の検診はのべ 5,600 人を超えました。 判定の

全体的な統計報告は、 追って基金から報告が

行われる予定です。

（２） 血液検査は、 2013 年春より生協独自に続け

てきました。 今年で４回目となります。 受診され

た家族には 6 月までに検査結果を報告させて

頂きました。

　　　　まず、 放射性プルームによるヨウ素 131 吸入

被ばくによる甲状腺機能障害がないか、 血液

中の甲状腺ホルモンを見ていますが、 甲状腺

機能に異常のある子はいませんでした。

　　　　血液検査ではもうひとつ、 放射線の影響に

よる 「免疫細胞」 の様子に注意しています。

2013 年当初、 集団として白血球、 好中球 （白

血球の中の分画） が少ない傾向があり 「関東

地方の子どもたちの免疫力の低下」 として全

国的に話題にもなってしまい心配されましたが、

昨年の検査以降、 基準値以下の子の割合が

小さくなっています。 （右ページ年次推移）　　　

　原発事故直後はホットスポット地域において、

親御さんたちも外で遊ばせることをためらわれ

たことと思います。外界に触れて免疫力をつくっ

てゆく時期で心配されましたが、 ようやく元気に

身体の力をつけてゆく方向にむかっているので

はと思います。

　　　　チェルノブイリでの経験もあることから、 血液

検査もあと数年は継続して見守る予定です。

　　　今週のニュースでは、 「血液検査」 について

報告させて頂きます。

　　　（担当事務局　米山、 大石）

【血液検査結果】179名の子の血液検査の結果（１）甲状腺機能検査
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【血液検査結果】血液検査の結果（２）免疫力の年次推移
白血球数、好中球数（白血球の中のひとつ）ともに、基準値以下の子の割合（青）が 2015 年以降大きく減少しています。

組合員による活動紹介　「福島応援プロジェクト茨城」 福島の子どもたち保養キャンプ

7/31 ～ 8/6 　6 泊 7 日福島の子らを保養キャンプに招待

　茨城にも東京電力福島第一原発事故によるプルームの南
下がありましたが、幸い筑波山南麓は筑波山に当たって汚
染が少ない地域でした。
　常総生協の組合員でもある長田さん・小張さんらが「福
島の子らが心配でならない」「思い切り遊ばせてあげたい」、
思いにかられて山麓の古民家を買い上げて保養所に改装し
「ともいきの郷」（共に生きる郷）と名付け、福島の子ども
たちの保養を無料で受け入れて今回で７回目となります。
　すべてボランティアで本当に頭の下がる思いです。
　今年の夏保養キャンプは 15 名の子どもたちの参加で、
親戚の家に遊びに来たような雰囲気でと、バーベキューパー
ティー、花火大会、プール遊び、筑波山散歩、工作教室、
そば打ち体験、ハイキング、折り紙などの楽しい企画、そ
して今年は快医学講座も予定されています。

（食事づくり協力者募集！）

　安全なものを食べさせてあげたいという思いから、食事
は手作りです。一食だけでもお手伝いを募集中です！
　お手伝い頂ける方は、小張さん（携帯：090-9108-
0464、メール：saekoobari@gmail.com）までご連絡下さい。
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「小さな上映会だより 2016-(6)」 （生協ＤＶＤ貸出状況）　脱原発とくらし見直し委員会

　脱原発くらし見直し委員会では、 くらしを見直す 「おすすめ図書」 をスタートさせました。 第２回目は

夏休みを前に子どもと一緒に読むコミックもあわせて、 組合員からのおすすめ文を添えて紹介します。


